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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上部基板、液晶層、前記上部基板との合体により前記液晶層を収容し、外部から供給され
る電圧により駆動され前記液晶層の配列を変更させる下部基板を含むディスプレーパネル
と、
光を発生する光源部、および前記光源部から射出される光の光学的特性を調節するための
光調節手段を備えるバックライトアセンブリと、
前記光源部で発生されたノイズを遮断して前記ディスプレーパネルに対する電磁気的影響
を防止するためのノイズ遮断手段と、
前記バックライトアセンブリと前記ディスプレーパネルを収容するための第１の収容部材
、前記第１の収容部材と対を成す第２の収容部材、及び前記第１の収容部材と前記第２の
収容部材との間に設置される第３の収容部材とを有する収納部とを含み、
前記ノイズ遮断手段の一方の面に形成され、前記ノイズ遮断手段の領域のうち、前記下部
基板の非有効ディスプレー領域に対応する一部領域が露出されるように開口された偏光手
段と、
前記偏光手段の開口された部分に収納され、一端が前記ノイズ遮断手段に接続され、他端
が前記収納部に電気的に接続された、前記ノイズ遮断手段を接地させる導電性テープと
を含み、前記導電性テープが配される位置に前記導電性テープの幅以上の開放領域を前記
第３の収容部材の一部に形成することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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上部基板、液晶層、前記上部基板との合体により前記液晶層を収容し、外部から供給され
る電圧により駆動され前記液晶層の配列を変更させる下部基板を含むディスプレーパネル
と、
光を発生する光源部、および前記光源部から射出される光の光学的特性を調節するための
光調節手段を備えるバックライトアセンブリと、
前記光源部で発生されたノイズを遮断して前記ディスプレーパネルに対する電磁気的影響
を防止するためのノイズ遮断手段であって、前記下部基板の非有効ディスプレー領域に対
応する一部領域が露出されるように開口されたノイズ遮断手段と、
前記バックライトアセンブリと前記ディスプレーパネルを収容するための第１の収容部材
、前記第１の収容部材と対を成す第２の収容部材、及び前記第１の収容部材と前記第２の
収容部材との間に設置される第３の収容部材とを有する収納部とを含み、
前記ノイズ遮断手段の一方の面に形成され、前記ノイズ遮断手段の領域のうち、前記一部
領域が露出されるように開口された偏光手段と、
前記偏光手段の開口された部分に収納され、一端の側断面が前記ノイズ遮断手段の開口さ
れた部分の側断面に接続され、他端が前記収納部に電気的に接続された、前記ノイズ遮断
手段を接地させる導電性テープと
を含み、前記導電性テープが配される位置に前記導電性テープの幅以上の開放領域を前記
第３の収容部材の一部に形成することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
前記導電性テープが前記第２の収容部材及び前記第３の収容部材に挟まれるように接地さ
れることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記導電性テープが前記第１の収容部材及び前記第２の収容部材に挟まれるように接地さ
れることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記光調節手段は、前記光源部の上部に位置して前記光源部で発生された光を拡散するた
めの光拡散部と、前記光拡散部の上部に位置して前記光拡散部により拡散された光の輝度
を向上するための集光部とを含み、前記ノイズ遮断手段は透明導電性部材であることを特
徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記ノイズ遮断手段は前記ディスプレーパネルの背面に形成される透明導電膜であること
を特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記透明導電性部材は透明フィルム及び前記透明フィルムの表面に形成された透明導電膜
を含むことを特徴とする請求項１乃至５の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記透明導電膜の表面抵抗は１０ｋΩ／ｍ２より小さいことを特徴とする請求項７に記載
の液晶表示装置。
【請求項９】
前記透明導電膜の接地表面抵抗は５０ｋΩ／ｍ２より小さいことを特徴とする請求項７に
記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記ディスプレーパネルは前記下部基板の下部に位置する偏光手段をさらに含み、前記ノ
イズ遮断手段は前記偏光手段に添加された導電性粒子であることを特徴とする請求項１乃
至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
前記光調節手段は、前記光源部の上部に位置して前記光源部で発生された光を拡散するた
めの光拡散部と、前記光拡散部の上部に位置して前記光拡散部により拡散された光の輝度
を向上するための集光部とを含み、前記ノイズ遮断手段は透明フィルム及び前記透明フィ
ルムの表面に形成された透明導電膜を含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一に
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記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
前記集光部は、前記光拡散部により拡散された光の視野角を狭くすることにより、正面輝
度を向上するための複数のプリズムを含み、
前記透明導電性部材は前記光拡散部と前記集光部との間に位置することを特徴とする請求
項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
前記集光部は第１のポリカーボネイト部材、前記第１のポリカーボネイト部材と対向する
第２のポリカーボネイト部材及び前記第１のポリカーボネイト部材と前記第２のポリカー
ボネイト部材との間で積層される相異する屈折率を有する複数のフィルムを備え、前記透
明導電性部材は前記光拡散部と前記第２のポリカーボネイト部材との間に位置することを
特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
前記透明導電性部材は前記光拡散部の下部に位置することを特徴とする請求項１１に記載
の液晶表示装置。
【請求項１５】
前記集光部は第１のポリカーボネイト部材、前記第１のポリカーボネイト部材と対向する
第２のポリカーボネイト部材及び前記第１のポリカーボネイト部材と前記第２のポリカー
ボネイト部材との間で積層される相異する屈折率を有する複数のフィルムを備え、前記透
明導電性部材は第１のポリカーボネイト部材の上部に位置することを特徴とする請求項１
１に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
前記光拡散部を経た光をさらに拡散させるための補助光拡散部をさらに含み、前記透明導
電性部材は前記光拡散部と前記補助光拡散部との間に位置することを特徴とする請求項１
１に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
前記光調節手段は前記光源部の上部に位置して前記光源部で発生された光を拡散するため
の光拡散部と前記光拡散部の上部に位置して前記光拡散部により拡散された光の輝度を向
上するための集光部とを含み、前記ノイズ遮断手段は前記集光部の基底面にコーティング
された透明導電膜を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装
置。
【請求項１８】
前記集光部は、前記光拡散部により拡散された光の視野角を狭くすることにより、正面輝
度を向上するための複数のプリズムを含み、
前記透明導電性部材は前記集光部の基底面にコーティングされた透明導電膜を含むことを
特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
前記透明導電膜の表面抵抗は１０ｋΩ／ｍ２より小さいことを特徴とする請求項１８に記
載の液晶表示装置。
【請求項２０】
前記透明導電膜の接地表面抵抗は５０ｋΩ／ｍ２より小さいことを特徴とする請求項１８
に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
前記集光部は上部ポリマ、前記上部ポリマと対向する下部ポリマ及び前記上部ポリマと下
部ポリマとの間で積層される相異する屈折率を有する複数のフィルムを備えることを特徴
とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
前記集光部は第１のポリカーボネイト部材、前記第１のポリカーボネイト部材と対向する
第２のポリカーボネイト部材及び前記第１のポリカーボネイト部材と前記第２のポリカー
ボネイト部材との間で積層される相異する屈折率を有する複数のフィルムを備え、前記透
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明導電性部材は前記第２のポリカーボネイト部材基底面にコーティングされた透明導電膜
を含むことを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
前記ノイズ遮断手段は前記第１のポリカーボネイト部材の上部面にコーティングされた透
明導電膜をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
前記光調節手段は前記光源部の上部に位置して前記光源部で発生された光を拡散するため
の光拡散部と前記光拡散部の上部に位置して前記光拡散部により拡散された光の輝度を向
上するための集光部とを含み、前記ノイズ遮断手段は前記光拡散部の背面に形成された透
明導電膜を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
前記ノイズ遮断手段は前記光拡散部の前面に形成された透明導電膜をさらに含むことを特
徴とする請求項２４に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
前記光調節手段は前記光源部の上部に位置して前記光源部で発生された光を拡散するため
の光拡散部と、前記光拡散部を経た光をさらに拡散させるための補助光拡散部と、前記補
助光拡散部の上部に位置して前記補助光拡散部により拡散された光の輝度を向上するため
の集光部とを含み、前記ノイズ遮断手段は前記補助光拡散部の背面に形成された透明導電
膜を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
前記ノイズ遮断手段は前記補助光拡散部の前面に形成された透明導電膜をさらに含むこと
を特徴とする請求項２６に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
前記下部基板は、
透明基板と、
前記透明基板上に第１方向に形成されゲート信号を伝達するゲートラインと、
前記透明基板上に前記第１方向と相異する第２方向に形成されデータ信号を伝達するデー
タラインと、
第１端は前記ゲートラインと連結され、第２端は前記データラインに連結され、前記ゲー
ト信号を基づいて前記データ信号の出力を制御するスイッチング素子とを含むことを特徴
とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
前記ノイズ遮断手段は前記透明基板の背面にコーティングされた透明導電膜であることを
特徴とする請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
前記ノイズ遮断手段は８５％以上の透過率と、１０ｋΩ／ｍ２より小さい表面抵抗を有す
ることを特徴とする請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
前記基板の背面に偏光手段をさらに含み、
前記ノイズ遮断手段は前記偏光手段に添加された導電性粒子であることを特徴とする請求
項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３２】
前記ノイズ遮断手段は導電性ポリマシートであることを特徴とする請求項１７に記載の液
晶表示装置。
【請求項３３】
前記収納部は、
基底面と前記基底面のエッジから延びる複数の側壁により限定される収納空間を通じて前
記バックライトアセンブリを収納する第１収納容器と、
互いに連結された複数の側壁と、前記側壁の上部で内側方向に一定長さ延び、前記ディス
プレーパネルを前記バックライトアセンブリに固定し、前記ディスプレーパネルの有効デ
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ィスプレー領域を露出させるための端ジョー部を備える第２収納容器と
を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に関するものであり、より詳細には、光源の駆動時に発生するノイ
ズのディスプレーパネルに対する影響を遮断するためのノイズ遮断手段を備える液晶表示
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
最近、情報処理装置の技術開発と共に情報処理装置で処理されたデータを使用者が認識で
きるように、インターフェース機能を有するディスプレー装置の開発を必要とする。
【０００３】
ディスプレー装置として、軽量、小型でありながら、フル－カラー、高解像度などの機能
を有する液晶表示装置の開発が進んでいる。具体的に、液晶表示装置は液晶セルの光学的
性質の変化を視角変化に変換するディスプレー装置である。このような液晶表示装置は、
自ら発光しない受光素子である液晶を利用して映像をディスプレーするために、光を必要
とする。従って、液晶表示装置は液晶パネルの後面に取付けられたバックライトアセンブ
リから光の供給を受けて画像を表示する。
【０００４】
前記バックライトアセンブリは光を発生する光源の位置により直下型とエッジ型に区分さ
れる。エッジ型バックライトアセンブリは像を表示するディスプレーパネルの側面にラン
プを設けて、ランプで発生したた光が導光部を経て前記ディスプレーパネルに供給される
構造を有しており、主にラップトップ型及びデスクトップ型コンピュータのように、比較
的小さい液晶表示装置に適用される。エッジ型バックライトアセンブリは光の均一性が優
れており、耐久寿命が長く、液晶表示装置の薄形化に有利であるという長所を有している
。
【０００５】
一方、直下型バックライトアセンブリはディスプレーパネルの下部にランプを設けて、ラ
ンプで発生した光が導光部を介さずに、直接ディスプレーパネルに供給される構造を有し
ており、大型液晶表示装置に主に適用される。直下型バックライトアセンブリは、一般に
、ディスプレーパネルの下部に一列に配列される複数のランプが配置され、ディスプレー
パネルに全面積に光を照射するように構成されている。従って、直下型バックライトアセ
ンブリはエッジ型バックライトアセンブリに比べて複数個の光源を利用することができて
、高い輝度を確保することができるという長所がある。
【０００６】
しかし、前述したような直下型バックライトアセンブリを有する液晶表示装置は次のよう
な問題点がある。
【０００７】
一般に、ディスプレーパネルは薄膜トランジスター基板（以下、ＴＦＴ基板と称する）と
、カラーフィルタ基板との間に含まれた液晶により構成される。ＴＦＴ基板のソース部お
よびゲート部を経て前記ＴＦＴ基板のトランジスターに画像信号が印加されると、画像信
号の電圧により液晶の配列が変化し、バックライトアセンブリから供給される光線の透過
量が調整されて像を表示する。従って、ディスプレーパネルに印加される電圧は液晶の状
態変化を惹起することができれば足りるので、数ボルト乃至数十ボルト程度の大きさを有
する。しかし、バックライトアセンブリは蛍光ランプを動作させ光を発生させなければな
らないので、数百乃至数千ボルトの電圧が印加される。特に、直下型バックライトアセン
ブリの場合には同時に複数のランプを動作させなければならないので、バックライトアセ
ンブリにはディスプレーパネルと比較して数百乃至数千倍大きい電圧が印加される。
【０００８】
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電場の強さは印加される電圧の大きさに比例するので、前記ディスプレーパネルの下部に
はディスプレーパネルに形成される電場より数百乃至数千倍の大きさを有する電場が形成
される。従って、印加される画像信号を含む前記ディスプレーパネルの電気的特性は、ラ
ンプ駆動時に形成される電磁波の影響をうける。画像信号が乱されると、液晶に所望でな
い電圧が印加され液晶パネルに所望でない画像が表示される。電磁波はランプに印加され
る電圧により形成される電場やランプの放電過程で発生する電磁気的特性の変化などによ
り発生する。即ち、ランプの駆動により生じる電磁波の干渉によりディスプレーパネルの
電磁気的特性が変化し、表示不良が惹起される。以下では、ディスプレーパネルの電磁気
的特性変化を惹起する原因である、ランプの駆動時にバックライトアセンブリで発生する
電磁波をノイズ（ｎｏｉｓｅ）と称する。
【０００９】
従って、液晶表示装置はノイズにより表示品質が低下し、特に、ディスプレーパネルの下
部で複数のランプを使用する直下型液晶表示装置の場合には、ノイズによる表示品質の低
下はさらに激しい。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、光源の駆動に起因するノイズの影響を遮断することができるバックライ
トアセンブリを提供し、また、外部で発生したノイズの影響を遮断することができるディ
スプレーパネルを提供することにある。また、光源の駆動に起因するノイズの影響を遮断
することができる液晶表示装置を提供することにある。
【００１１】
【発明の解決するための手段】
上述した目的を達成するための本発明によるバックライトアセンブリは、収納空間を有す
る収納部と、光を発生するための光源部と、光源部から射出される光の光学的特性を調節
するための光調節手段と、光源部で発生するノイズを遮断するためのノイズ遮断手段とを
含む。収納部は基底面と前記基底面のエッジから突出した側壁により限定される。光源部
は基底面の上部に配置される。ここで、ノイズ遮断手段は光源部の駆動により発生するノ
イズを遮断する。光調節手段は光源部の上部に位置して光源部で発生した光を拡散するた
めの光拡散部と、光拡散部の上部に位置して光拡散部により拡散された光の輝度を向上す
るための集光部とを含む。望ましくは、バックライトアセンブリは光拡散部を経た光をさ
らに拡散させるための補助光拡散部を集光部の下部にさらに含む。ここで、ノイズ遮断手
段は光拡散部の下部、光拡散部と補助光拡散部との間の空間、補助光拡散部と集光部との
間の空間、または集光部の上部に位置する透明導電性部材を含む。また、ノイズ遮断手段
は光拡散部の上部面または下部面、前記補助光拡散部の上部面または下部面、または集光
部の上部面または下部面にコーティングされる透明導電膜を含む。一実施形態として、透
明導電性部材は透明フィルムの表面に透明導電膜を蒸着して形成する。
【００１２】
上述した目的を達成するための本発明によるディスプレーパネルは、上部基板、前記上部
基板との間に所定の密閉空間を形成する下部基板、前記密閉空間に注入された液晶、前記
下部基板の下部に形成され外部で発生したノイズを遮断するためのノイズ遮断手段を含む
。ここで、ノイズ遮断手段は下部基板の背面にコーティングされた透明導電膜で形成する
ことができ、追加的な導電性ポリマシートで形成することもできる。
【００１３】
また、上述した目的を達成するための本発明による液晶表示装置は、画像を表示するディ
スプレーパネル、前記ディスプレーパネルに光を供給するバックライトアセンブリと、前
記バックライトアセンブリで発生されたノイズを遮断してディスプレーパネルに対する電
磁気的影響を遮断するためのノイズ遮断手段と、前記ディスプレーパネルとバックライト
アセンブリを収納するための収納部とを含む。前記ディスプレーパネルは上部基板、液晶
層、前記上部基板との合体により液晶層を収容し、外部から供給される電圧により駆動さ
れ、液晶層の配列を変更させる下部基板を含み、ノイズ遮断手段は下部基板の下部に形成
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される。また、ディスプレーパネルは下部基板の下部に位置する偏光手段をさらに含み、
ノイズ遮断手段は偏光手段に添加された導電性粒子で形成することができる。バックライ
トアセンブリは光を発生する光源部、光源部から射出される光の光学的特性を調節するた
めの光調節手段を備える。前記光調節手段は前記光源部で発生された光を拡散するための
光拡散部と、拡散された光の輝度を向上するための集光部を備える。光拡散部はランプ形
状の線光源である光源部を面光源として機能させることができ、集光部は光拡散部を経た
光を集光してディスプレーパネルに入射される光の正面輝度を向上させる。望ましくは、
光調節手段として光拡散部を経た光をさらに拡散させるための補助光拡散部がさらに設け
られる。ノイズ遮断手段はノイズを遮断してディスプレーパネルで発生する電磁気的干渉
を防止する。一実施形態として、ノイズ遮断手段は透明フィルム及び透明フィルムの表面
に形成された透明導電膜を備える透明導電性部材で形成され、光拡散部の下部、光拡散部
と補助光拡散部との間の空間、補助光拡散部と集光部との間の空間、または集光部の上部
に位置する。また、ノイズ遮断手段は光拡散部の上部面または下部面、補助光拡散部の上
部面または下部面、または集光部の上部面または下部面にコーティングされる透明導電膜
で形成される。一実施形態として、透明導電膜はＩＴＯ膜またはＩＺＯ膜を含む。
【００１４】
収納部は基底面と前記基底面のエッジから延びた複数の側壁を備え、基底面と複数の側面
により限定される収納空間内部にバックライトアセンブリ及びディスプレーパネルが収容
される。光調節手段及びノイズ遮断手段は側壁のうちのいずれか一つに電気的に連結され
る。電気的連結は、直接接触及び導電性連結手段を媒介で間接的連結を含む。連結手段は
固定手段により収納部に固定される。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態をより詳細に説明する。
【００１６】
図１は、本発明の第１実施形態における、ノイズ遮断手段を備える液晶表示装置を示す分
解斜視図である。図２は図１に示した液晶表示装置をＡ－Ａラインに沿って切断した断面
図である。
【００１７】
図１に示すように、本発明の第１実施形態による液晶表示装置２００は画像を示すディス
プレーパネル２１０、ディスプレーパネル２１０に光を提供するバックライトアセンブリ
２２０、及びディスプレーパネル２１０とバックライトアセンブリ２２０とを収納するた
めの収納部を含む。ディスプレーパネル２１０は印加された画像信号により画像を具現す
る液晶パネル２１１、液晶パネル２１１に画像信号を提供するためのデータ印刷回路基板
２１５、ゲート印刷回路基板２１４、データ側テープキャリアパッケージ（以下、ＴＣＰ
と称する）２１３及びゲート側ＴＣＰ２１２を含む。液晶パネル２１１は、複数のＴＦＴ
スイッチング素子が配列されたＴＦＴ基板２１１ａ、ＴＦＴ基板２１１ａに対向するカラ
ーフィルタ基板２１１ｂ及びＴＦＴ基板２１１ａとカラーフィルタ基板２１１ｂとの間に
注入された液晶（図示せず）を含む。
【００１８】
バックライトアセンブリ２２０は光を発生する光源部２２１、光源部の上部に備えられて
光の輝度を調節するための光調節部２２２、及び光源部２２１の下方向に進行する光をデ
ィスプレーパネル２１０方向に反射させるための反射プレート２２３及びボトムシャーシ
２２４を含む。
【００１９】
光源部２２１は光を発生する複数のランプ２２１ａ、ランプ２２１ａの互いに対向する第
１端部及び第２端部に各々設けられたランプホルダー２２１ｂ、第１端部から引き出され
た第１電極線２２１ｃ、及び第２端部から引き出された第２電極線２２１ｄを含む。第１
及び第２電極線２２１ｃ、２２１ｄを通じて電圧が印加されると、ランプ２２１ａで光が
発生する。ここで、ランプ２２１ａ駆動のために供給される電圧に起因して電磁波が放出
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される。
【００２０】
前記第１及び第２電極線２２１ｃ、２２１ｄを電源供給装置（図示せず）に連結するため
に、第１及び第２電極線２２１ｃ、２２１ｄのうちのいずれか一つを他方の電極線が位置
する側までくるように長く形成する。一実施形態として、第１電極線２２１ｃに印加され
る電源電圧より相対的に低い電源電圧が印加される第２電極線２２１ｄが第１電極線２２
１ｃが引き出された側まで延ばされた構造を用いる。ここで、長く延ばされた第２電極線
２２１ｄは直下型液晶表示装置２００の画面表示を妨害しないように、反射プレート２２
３の背面に配置される。反射プレート２２３とボトムシャーシ２２５との間には第２電極
線２２１ｄを収納するための収納空間が形成される。
【００２１】
一実施形態として、光調節部２２２は、光源部２２１から提供される光を拡散するための
拡散プレート２２２ａと拡散シート２２２ｂ、拡散された光を集光するためのロープリズ
ムシート２２２ｃとアッパープリズムシート２２２ｄ、プリズムシートを保護するための
保護シート２２２ｅ、および、ノイズを遮断するためのノイズ遮断シート２２２ｆを含む
。
【００２２】
前記拡散プレート２２２ａは光源部２２１の上部に定着される各種光学シートを支持する
ためにリジッド（Ｒｉｇｉｄ）タイプからなり、光源部２２１から提供される光を拡散さ
せて拡散シート２２２ｂに提供する。拡散シート２２２ｂは拡散プレート２２２ａ上部に
定着され、拡散プレート２２２ａにより拡散された光を再度拡散させる。
【００２３】
前記ノイズ遮断シート２２２ｆは一実施形態として透明な薄いフィルムに導電膜を蒸着し
て形成され、拡散シート２２２ｂとロープリズムシート２２２ｃとの間に配置され、光源
部２２１で発生した電磁波を遮断してディスプレーパネル２１０に電気的に影響を及ぼす
ことを防止する。一実施形態として、透明導電膜はインジウムティンオキサイド（ＩＴＯ
）またはインジウムジンクオキサイド（ＩＺＯ）で形成される。ＩＴＯ膜は透明フィルム
の上部及び／下部に蒸着することができる。光源部で発生されたノイズはノイズ遮断シー
ト２２２ｆに吸収されディスプレーパネル２１０での干渉を防止して表示される画像の質
を向上させる。
【００２４】
前記ロープリズムシート２２２ｃとアッパープリズムシート２２２ｄは拡散シート２２２
ｂから射出された光を集光し、液晶パネル２１１に入射する光の正面輝度を向上させる。
拡散シート２２２ｂを通過した光は大きい視野角を有するために、プリズムを利用して視
野角を狭くすることにより、正面輝度を高くして消費電力を減少させることができる。
【００２５】
前記保護シート２２２ｅはアッパープリズムシート２２２ｄの上部に配置され、異物質な
どがアッパープリズムシート２２２ｄに定着することを防止する。
【００２６】
一実施形態として、収納部は、バックライトアセンブリ２２０が収納される第１収納容器
であるボトムシャーシ２２４と、ボトムシャーシ２２４の上部に位置してディスプレーパ
ネル２１０を支持する第２収納容器であるモールドフレーム２３０とを含む。
【００２７】
ボトムシャーシ２２４は基底面と、基底面のエッジから突出形成された側壁と、上部面が
開口された直方体のボックス形態に形成された収納空間を有する。収納空間の内部面に沿
って光の効率を高めるためにランプ２２１ａから射出された光を反射させる反射プレート
２２３が配置され、反射プレート２２３の上部に前記複数のランプ２２１ａが並べて設け
られる。また、ボトムシャーシ２２４には光源部２２１と一定間隔で離隔して光調節部２
２２が定着される。
【００２８】
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モールドフレーム２３０は前記ボトムシャーシ２２４の上部面に結合されボトムシャーシ
２２４と共に収納部を形成する。モールドフレーム２３０はボトムシャーシ２２４と対応
して開口された直方体形状で、互いに連結された複数の側壁と前記側壁の内側面に形成さ
れた端ジョー部を含む。端ジョー部の上部面にはディスプレーパネル２１０が支持され、
下部面は保護シート２２２ｅと接触しながら、光調節部２２２を固定する。従って、光調
節部２２２がボトムシャーシ２２４の上部方向に離脱することが防止される。従って、モ
ールドフレーム２３０により光調節部２２２の上部にディスプレーパネル２１０が定着さ
れる。トップシャーシ２４０はモールドフレーム２３０に定着されたディスプレーパネル
２１０を固定する。
【００２９】
光調節部２２２及びノイズ遮断シート２２２ｆを前記収納部と電気的に連結されることに
より接地し、電気的に安定化させることができる。ここで、光調節部２２２とノイズ遮断
シート２２２ｆは収納部と直接接触することもでき、導電性連結手段により間接的に接触
することもできる。一実施形態として、導電性連結手段はテープにより形成される。望ま
しくは、固定手段を利用して収納部に対する固定力を強化することができる。ここで、導
電性テープは液晶パネルの有効ディスプレー領域外に取付けられなければならない。グラ
ウンド（接地）処理をする場合には、透明導電膜の表面抵抗は５０ｋΩ／ｍ2より小さい
ことが望ましく、グラウンド処理しない場合には透明導電膜の表面抵抗は１０ｋΩ／ｍ2

より小さいことが望ましい。
【００３０】
本発明の一実施形態による液晶表示装置によると、透明フィルムの上部または下部にコー
ティングされたＩＴＯ膜を含むノイズ遮断手段を拡散シートの上部に配置することにより
、光源部から発生されるノイズを電気的に遮断してディスプレーパネルに及ぼす悪影響を
防止することができる。
【００３１】
勿論、上述したノイズ遮断手段を拡散プレートと拡散シートとの間に、またはロープリズ
ムシートとアッパープリズムシートとの間に、またはアッパープリズムシートと保護シー
トとの間に配置して電気的ノイズ成分を遮断することができる。
【００３２】
以上では、光源部により発生される電気的ノイズを遮断するために導電性物質を透明フィ
ルム上にコーティング処理した実施形態を説明した。しかし、別途の透明フィルムを備え
なくても光調節部を利用して電気的ノイズを遮断することができる。以下では、液晶表示
装置用バックライトアセンブリについて説明する。
【００３３】
図３は図１に示したバックライトアセンブリの変形実施形態を示す断面図であり、拡散シ
ートの下部面に導電性物質をコーティング処理したバックライトアセンブリを示す。
【００３４】
図３に示すように、前記バックライトアセンブリ３２０は光を発生する光源部３２１、前
記光源部３２１の上部に配置される光調節部３２２、および光源部３２１の下部に配置さ
れる反射プレート３２３を含む。
【００３５】
前記光源部３２１は複数のランプを備えており、外部で印加される電圧により光を発生す
る。一実施形態として、光調節部３２２は光源部３２１から提供される光を拡散するため
の拡散プレート３２２ａと拡散シート３２２ｂ、拡散された光を集光するためのロープリ
ズムシート３２２ｃとアッパープリズムシート３２２ｄ、前記プリズムシートを保護する
ための保護シート３２２ｅ及びノイズを遮断するためのノイズ遮断手段３２２ｆを含む。
【００３６】
一実施形態として、拡散プレート３２２ａは前記光源部３２１の上部に定着される各種光
学シートを支持するためにリジッド（Ｒｉｇｉｄ）タイプからなり、光源部３２１から提
供される光を拡散させて拡散シート３２２ｂに提供する。拡散シート３２２ｂは拡散プレ
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ート３２２ａ上部に定着され拡散プレート３２２ａにより拡散された光を再度拡散させる
。
【００３７】
前記ノイズ遮断手段３２２ｆは、一実施形態として拡散シートの下部面に蒸着またはコー
ティング処理された透明導電膜で形成され、前記光源部３２１で発生した電磁波が上部に
位置するディスプレーパネル（図示せず）に電気的に影響を及ぼすことを遮断する。一実
施形態として、透明導電膜はインジウムティンオキサイド（ＩＴＯ）またはインジウムジ
ンクオキサイド（ＩＺＯ）で形成される。ＩＴＯ膜は拡散シートの上部面に蒸着またはコ
ーティングすることができる。
【００３８】
ロープリズムシート３２２ｃとアッパープリズムシート３２２ｄは拡散シート３２２ｂか
ら射出された光を集光させ、液晶パネル（図示せず）に入射する光の正面輝度を向上させ
る。拡散シート３２２ｂを通過した光は大きな視野角を有するため、プリズムを利用して
視野角を狭くすることにより、正面輝度を高くして消費電力を減少させることができる。
保護シート３２２ｅはアッパープリズムシート３２２ｄの上部に配置され、異物質などが
アッパープリズムシート３２２ｄに付着することを防止する。
【００３９】
また、図面上に図示しないが、導電性物質がコーティング処理された拡散シートの一側面
から延びる部分を形成し、導電性テープなどのような接着部材を利用してバックライトア
センブリに備えられるボトムシャーシ（図示せず）などと接触させることにより、グラウ
ンド処理を加えることもできる。グラウンド処理をする場合には、透明導電膜の表面抵抗
は５０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましく、グラウンド処理しない場合には透明導電膜
の表面抵抗は１０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましい。
【００４０】
本発明の一実施形態によるバックライトアセンブリによると、導電性物質を拡散シートの
上部面または下部面に蒸着またはコーティング処理することにより、光源部から発生され
るノイズを電気的に遮断してディスプレーパネルに及ぼす悪影響を除去することができる
。
【００４１】
図４は図１に示したバックライトアセンブリの他の変形実施形態を示す断面図として、拡
散プレートの上部面または下部面に導電性物質をコーティング処理したバックライトアセ
ンブリを示す。
【００４２】
図４に示すように、前記バックライトアセンブリ４２０は光を発生する光源部４２１と、
前記光源部４２１の上部に配置される光調節部４２２及び光源部４２１の下部に配置され
る反射プレート４２３を含む。
【００４３】
前記光源部４２１は複数のランプを備えており、外部から印加される電圧により光を発生
する。一実施形態として、光調節部４２２は光源部４２１から提供される光を拡散するた
めの拡散プレート４２２ａと拡散シート４２２ｂ、拡散された光を集光するためのロープ
リズムシート４２２ｃとアッパープリズムシート４２２ｄ、前記プリズムシートを保護す
るための保護シート４２２ｅ、及びノイズを遮断するためのノイズ遮断手段４２２ｆとを
含む。
【００４４】
一実施形態として、拡散プレート４２２ａは前記光源部４２１の上部に定着される各種光
学シートを支持するためにリジッド（Ｒｉｇｉｄ）タイプからなり、光源部４２１から提
供される光を拡散させて拡散シート４２２ｂに提供する。拡散シート４２２ｂは拡散プレ
ート４２２ａ上部に定着され拡散プレート４２２ａにより拡散された光を再度拡散させる
。
【００４５】
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前記ノイズ遮断手段４２２ｆは、一実施形態として拡散プレート４２２ａの下部面に蒸着
またはコーティング処理された透明導電膜で形成され、前記光源部４２１で発生した電磁
波が上部に位置するディスプレーパネル（図示せず）に電気的に影響を及ぼすことを遮断
する。一実施形態として、透明導電膜はインジウムティンオキサイド（ＩＴＯ）またはイ
ンジウムジンクオキサイド（ＩＺＯ）で形成される。ここで、透明導電膜の表面抵抗は１
０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましい。透明導電膜は拡散プレートの上部面に蒸着また
はコーティングすることができる。
【００４６】
前記ロープリズムシート４２２ｃとアッパープリズムシート４２２ｄは拡散シート４２２
ｂから射出された光を集光し、液晶パネル（図示せず）に入射する光の正面輝度を向上さ
せる。拡散シート４２２ｂを通過した光は大きい視野角を有するために、プリズムを利用
して視野角を狭くすることにより、正面輝度を高くして消費電力を減少させることができ
る。保護シート４２２ｅはアッパープリズムシート４２２ｄの上部に配置され、異物質な
どがアッパープリズムシート４２２ｄに付着することを遮断する。
【００４７】
また、図面上に図示せずが、導電性物質がコーティング処理された拡散プレートの一側面
から延びる部分を形成し、導電性テープなどのような接着部材を利用してバックライトア
センブリに備えられるボトムシャーシ（図示せず）などと接触させることによりグラウン
ド処理を行うこともできる。グラウンド処理をする場合には、透明導電膜の表面抵抗は５
０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましく、グラウンド処理しない場合には透明導電膜の表
面抵抗は１０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましい。
【００４８】
本発明の他の実施形態によるバックライトアセンブリによると、導電性物質を拡散プレー
トの上部面または下部面に蒸着またはコーティング処理することにより、光源部から発生
するノイズを電気的に遮断してディスプレーパネルに及ぼす悪影響を除去することができ
る。
【００４９】
図５は図１に示したバックライトアセンブリの他の変形実施形態を示す断面図であり、輝
度強化シートの下部面に導電性物質をコーティング処理したバックライトアセンブリを示
す。図６は図５に示した輝度強化シートの一実施形態を示す断面図である。
【００５０】
図５に示すように、前記バックライトアセンブリ５２０は光を発生する光源部５２１と、
前記光源部５２１の上部に配置される光調節部５２２及び光源部５２１の下部に配置され
る反射プレート５２３を含む。
【００５１】
前記光源部５２１は複数のランプを備えており、外部で印加される電圧により光を発生す
る。光調節部５２２は光源部５２１から提供される光を拡散するための拡散プレート５２
２ａ、前記拡散プレート５２２ａの上部に配置される拡散シート５２２ｂ、拡散された光
の輝度を強化するための輝度強化シート５２２ｃ、前記輝度強化シートを保護するための
保護シート５２２ｄ、及び輝度強化シート５２２ｃの背面に形成されたノイズ遮断部材５
２２ｅを含む。
【００５２】
一実施形態として、拡散プレート５２２ａは、前記光源部５２１の上部に定着される各種
光学シートを支持するためにリジッド（Ｒｉｇｉｄ）タイプからなり、光源部５２１から
提供される光を拡散させて拡散シート５２２ｂに提供する。拡散シート５２２ｂは拡散プ
レート５２２ａ上部に定着され拡散プレート５２２ａにより拡散された光を再度拡散させ
る。
【００５３】
前記ノイズ遮断手段５２２ｅは、一実施形態として輝度強化シート５２２ｃの下部面に蒸
着またはコーティング処理された透明導電膜、例えば、ＩＴＯ膜またはＩＺＯ膜で形成さ
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れ、前記光源部４２１で発生した電磁波が上部に位置するディスプレーパネル（図示せず
）に電気的に影響を及ぼすことを防止する。透明導電膜は輝度強化シートの上部面に蒸着
またはコーティングすることもできる。
【００５４】
輝度強化シート５２２ｃは一実施形態として図６に示したように、相異する屈折率を有し
て積層された複数のフィルム５２２ｃ１と、複数のフィルムの下部に形成された第１ポリ
カーボネイト（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）部材５２２ｃ２と、複数のフィルムの上部
に形成された第２ポリカーボネイト部材５２２ｃ３を含む反射偏光フィルムである。ここ
で、ノイズ遮断手段５２２ｅは第１ポリカーボネイト部材５２２ｃ２の下部または第２ポ
リカーボネイト部材５２２ｃ３の上部に形成される。
【００５５】
また、図面上に図示せずが、透明導電膜がコーティング処理された輝度強化シートの一側
面から伸びる部分を形成し、導電性テープなどのような接着部材を利用してバックライト
アセンブリに備えられるボトムシャーシ（図示せず）などと接触させることによりグラウ
ンド処理を行うこともできる。グラウンド処理をする場合には、透明導電膜の表面抵抗は
５０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましく、グラウンド処理しない場合には透明導電膜の
表面抵抗は１０ｋΩ／ｍ2より小さいことが望ましい。
【００５６】
本実施形態によると、輝度強化シート５２２ｃの下部面、即ちポリカーボネイト部材５２
２ｃ２の背面に蒸着またはコーティングされた透明導電膜をノイズ遮断手段５２２ｅと定
義して説明したが、輝度強化シート５２２ｃの上部面、即ち、ポリカーボネイト５２２ｃ
３の上部面に透明導電膜が蒸着又はコーティングされたものをノイズ遮断部材として利用
することもできる。
【００５７】
また、輝度強化シートの下部に別途に配置され、上部面または下部面にコーティングされ
た透明導電膜を有する透明フィルムをノイズ遮断部材に利用することができる。望ましく
は、液晶パネルに近接するようにノイズ遮断部材を形成して、液晶パネルに及ぼす悪影響
を遮断するだけでなく、輝度低下量やカラーシフト量を小さくすることができるように構
成する。
【００５８】
図７は本発明の第２実施形態におけるノイズ遮断手段を備える液晶表示装置を示す分解斜
視図であり、図８は図７に示した直下型ランプアセンブリを有する液晶表示装置をＢ－Ｂ
ラインに沿って切断した断面図である。
【００５９】
図７及び図８に示すように、本発明の第２実施形態による液晶表示装置６００は画像を示
すディスプレーパネル６１０、ディスプレーパネル６１０に光を提供するバックライトア
センブリ６２０、ディスプレーパネル６１０とバックライトアセンブリ６２０を収納する
ための収納部を含む。ディスプレーパネル６１０は印加された画像信号により画像を表示
する液晶パネル６１１、液晶パネル６１１に画像信号を提供するためのデータ印刷回路基
板６１５、ゲート印刷回路基板６１４、データ側テープキャリアパッケージ（以下、ＴＣ
Ｐと称する）６１３及びゲート側ＴＣＰ６１２を含む。液晶パネル６１１は、複数のＴＦ
Ｔスイッチング素子が配列されたＴＦＴ基板６１１ａ、ＴＦＴ基板６１１ａに対向するカ
ラーフィルタ基板６１１ｂ及びＴＦＴ基板６１１ａとカラーフィルタ基板６１１ｂとの間
に注入された液晶（図示せず）を含む。
【００６０】
前記ＴＦＴ基板６１１ａの背面には前記バックライトアセンブリ６２０の駆動により発生
される電気的ノイズによる影響を遮断するためのノイズ遮断手段６１１ｃが形成される。
ノイズ遮断手段６１１ｃの背面にはＴＦＴ基板６１１ａに入射する光の輝度を向上するた
めの第１偏光板６１１ｄが備えられ、カラーフィルタ基板６１１ｂの上部にはカラーフィ
ルタ基板６１１ｂから射出される光の輝度を補強するための第２偏光板６１１ｅが備えら
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れる。ここで、第１偏光板６１１ｄに導電性粒子を分散させることにより、ノイズ遮断手
段を第１偏光板６１１ｄと一体に形成することができる。
【００６１】
図９は図７に示したディスプレーパネルの一実施形態を概略的に示す斜視図であり、図１
０は図９に示したディスプレーパネルをＣ－Ｃラインに沿って切断した断面図である。
【００６２】
図９に示すように、本発明の実施形態によるディスプレーパネルは透過型パネルとして、
ＴＦＴ６１１１ａが上部に形成されたＴＦＴ基板６１１ａ、数μｍ（例えば、５μｍ）間
隔の空間をあけてＴＦＴ基板６１１ａと対向するように固定されたカラーフィルタ基板６
１１ｂ、カラーフィルタ基板６１１ｂとＴＦＴ基板６１１ａとにより密封された液晶層６
１１ｆ、ＴＦＴ基板６１１ａの背面に形成されたノイズ遮断手段６１１ｃ、及び、ＴＦＴ
基板６１１ａ及びカラーフィルタ基板６１１ｂの外側に配置された一対の偏光板６１１ｄ
、６１１ｅを含む。
【００６３】
一実施形態として、ノイズ遮断手段６１１ｃはＴＦＴ基板６１１ａの背面にコーティング
された透明導電膜で形成される。一実施形態として、透明導電膜はＩＴＯ薄膜またはＩＺ
Ｏ薄膜で形成する。また、ノイズ遮断手段６１１ｃは、光透過率が８５％以上を満足し、
表面抵抗値が単位面積当り１０ｋΩ／ｍ2以下を満足することが望ましい。ノイズ遮断手
段６１１ｃの表面抵抗は、高電圧により発生した電磁波の影響を遮断する一種の負荷とし
て作用する。
【００６４】
ＴＦＴ基板６１１ａの背面にノイズ遮断手段６１１ｃを別途に形成せずに第１偏光板６１
１ｄを配置し、第１偏光板６１１ｄに導電性粒子を分散させる方式をによっても、本発明
によるノイズ遮断層を実現することができる。
【００６５】
他の実施形態として、ノイズ遮断層はＴＦＴ基板６１１ａの背面に位置する導電性ポリマ
シート（ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　ｓｈｅｅｔ）を含む。ここで、導電性
ポリマシートはポリアセチレン（ｐｏｌｙａｃｅｔｙｌｅｎｅ）、ポリアニリン（ｐｏｌ
ｙａｎｉｌｉｎｅ）、ポリカバゾール（ｐｏｌｙｃａｒｂａｚｏｌｅ）、ポリフェニレン
（ｐｏｌｙｐｈｅｎｙｌｅｎｅ）、ポリピロール（ｐｏｌｙｐｙｒｒｏｌｅ）及びポリチ
オフェン（ｐｏｌｙｔｈｉｏｐｅｎｅ）のうちのいずれか一つである。
【００６６】
図９及び図１０に示したように、ＴＦＴ基板６１１ａ上に備えられる複数の透明ピクセル
電極６１１２ａはマトリックス状に配置され、照射信号を伝達する各々の照射ライン（ゲ
ート配線）６１１３ａが基盤上に第１方向に形成され、ディスプレー信号を伝達する各々
の信号ライン６１１４ａが第１方向と異なる第２方向に形成される。また、照射ライン６
１１３ａ及び信号ライン６１１４ａは、透明ピクセル電極６１１２ａの周囲で互いに交差
するように形成される。上述した照射信号及びディスプレー信号は各々外部回路に接続さ
れた外部入力端子部（図示せず）から入力される。
【００６７】
ＴＦＴ６１１１ａはソース電極、ゲート電極及びドレーン電極からなり、照射ライン６１
１３ａと信号ライン６１１４ａとが交差する各々の位置に隣接するように配置され、ドレ
ーン電極が透明ピクセル電極６１１２ａに接続することにより、対応する液晶層６１１ｆ
に信号電圧を印加するスイッチング素子として使用される。即ち、ＴＦＴ６１１１ａはゲ
ート電極に接続された照射ライン６１１３ａを通じて伝達される照射信号に応答してター
ンオンし、ソース電極に接続された信号ライン６１１４ａを通じて伝達されるデータ信号
を、ドレーン電極を経て透明ピクセル電極６１１２ａに伝達する。
【００６８】
以上では、一つの画素全体が透過領域になり、下部から光の提供を受ける透過型液晶表示
パネルを一つの実施形態として説明したが、一つの画素を反射領域と透過領域に各々分割
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して、反射領域は外部の自然光などのような光を通じてディスプレーし、透過領域は下部
のバックライトを通じてディスプレーする反射－透過型液晶表示パネルにも同様に用いる
ことができる。
【００６９】
また、図面上では、ＴＦＴ基板の下部にノイズ遮断層が全面に形成されバックライトアセ
ンブリの駆動により発生される電気的ノイズ成分を遮断することを示した。しかし、一般
にランプの電極は高電圧が印加されるホット電極部と上記高電圧より低い低電圧が印加さ
れるコールド電極部とからなり、コールド電極部に対応する領域よりホット電極部に対応
する領域でノイズが多く発生する。このような点に鑑みて、ＴＦＴ基板の一部領域にのみ
ノイズ遮断層を形成することができる。勿論、ここで、ＴＦＴ基板に形成されるノイズ遮
断層はホット電極部に対向することが望ましい。また、ＴＦＴ基板に形成されるノイズ遮
断層の厚さは均一とすることもでき、ホット電極部に近接するほど段々厚く形成すること
もできる。
【００７０】
図７において、バックライトアセンブリ６２０は、光を発生する光源部６２１、光源部の
上部に備えられて光の輝度を調節するための光調節部６２２、光源部６２１の下方向に進
行する光をディスプレーパネル６１０方向に反射させるための反射プレート６２３、モー
ルドフレーム６２４、及びボトムシャーシ６２５を含む。
【００７１】
光源部６２１は、光を発生する複数のランプ６２１ａ、ランプ６２１ａの互いに対向する
第１端部及び第２端部に各々設けられたランプホルダー６２１ｂ、第１端部から引き出さ
れた第１電極線６２１ｃ、第２端部から引き出された第２電極線６２１ｄを含む。第１及
び第２電極線６２１ｃ、６２１ｄを通じて電圧が印加されると、ランプ６２１ａで光が発
生する。ここで、ランプ６２１ａ駆動のために供給される電圧により電磁波が放出される
。第１及び第２電極線６２１ｃ、６２１ｄの構造と機能は第１実施形態による液晶表示装
置の第１及び第２電極線２２１ｃ、２２１ｄと同一である。
【００７２】
一実施形態として、光調節部６２２は光源部６２１から提供される光を拡散するための拡
散プレート６２２ａと拡散シート６２２ｂ、拡散された光を集光するためのロープリズム
シート６２２ｃとアッパープリズムシート６２２ｄ、及び、前記プリズムシートを保護す
るための保護シート６２２ｅを含む。
【００７３】
拡散プレート６２２ａは光源部６２１の上部に定着される各種光学シートを支持するため
にリジッド（Ｒｉｇｉｄ）タイプからなり、光源部６２１から提供される光を拡散させて
拡散シート６２２ｂに提供する。拡散シート６２２ｂは拡散プレート６２２ａ上部に定着
されて拡散プレート６２２ａにより拡散された光を再度拡散させる。
【００７４】
ロープリズムシート６２２ｃとアッパープリズムシート６２２ｄは拡散シート６２２ｂか
ら射出された光を集光して液晶パネル６１１に入射する光の正面輝度を向上させる。拡散
シート６２２ｂを通過した光は大きな視野角を有するので、プリズムを利用して視野角を
狭くすることにより、正面輝度を高くして消費電力を減少させることができる。
【００７５】
保護シート６２２ｅはアッパープリズムシート６２２ｄの上部に配置され、異物質などが
アッパープリズムシート６２２ｄに付着することを防止する。
【００７６】
一実施形態として、収納部はバックライトアセンブリ６２０が収納される第１収納容器と
、第１収納容器の上部に位置してディスプレーパネル６１０を支持する第２収納容器を含
む。
【００７７】
一実施形態として、第１収納容器は光調節部６２２を支持するモールドフレーム６２４、
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及び、モールドフレーム６２４と光源部６２１と反射プレート６２３とを収納するための
ボトムシャーシ６２５を備える。
【００７８】
モールドフレーム６２４は複数の側壁により限定される収納空間を備える。一実施形態と
して、側壁の上端には収納空間の内側方向に向かう端ジョー６２４ａが形成されている。
端ジョー部６２４ａ下部の収納空間には光源部６２１と反射プレート６２３が収納され、
光調節部６２２は端ジョー部６２４ａの上面で支持され収納される。
【００７９】
ボトムシャーシ６２５は導電性のメタル材質からなり、基底面と前記基底面のエッジから
突出した側壁で形成された収納空間を有する。収納空間の内部には、光源部６２１と反射
プレート６２３と光調節部６２２とを備えるモールドフレーム６２４が位置する。
【００８０】
一実施形態として、第２収納容器はモールドフレーム６２４の上部面に設けられるミドル
シャーシ６３０で形成される。ミドルシャーシ６３０は、モールドフレーム６２４の開口
部分と対応する部分が開口され直方体形状に互いに連結された複数の側壁と、前記側壁の
内側面に形成された端ジョー部とを含む。端ジョー部の上部面にはディスプレーパネル６
１０が支持され、下部面は光調節部６２２と接触しながら光調節部６２２を固定する。従
って、光調節部６２２がボトムシャーシ６２５の上部方向に離脱されることが防止される
。また、ミドルシャーシ６３０上には、ディスプレーパネル６１０が光調節部６２２の上
部に配置されるように、ディスプレーパネル６１０が定着される。トップシャーシ６４０
は、導電性のメタル材質で形成され、ボトムシャーシ６２５の外周面と結合され、ミドル
シャーシ６３０に定着されたディスプレーパネル６１０を固定する。
【００８１】
本実施形態の場合、ディスプレーパネルの下部に直下型バックライトアセンブリを用いる
液晶表示装置を示しているが、導光板を備えるエッジ型バックライトアセンブリを用いた
液晶表示装置の場合であっても、光源の駆動により発生するノイズがディスプレーパネル
に及ぼす影響を遮断することができる。
【００８２】
前記光調節部及びノイズ遮断層に蓄積される電荷は、別途に備えられる接地手段を通じて
放出することができる。後述する図面を参照してノイズ遮断層の多様な接地手段を説明す
る。なお、別途の接地手段なしに、光調節部及びノイズ遮断層を収納部と直接接触させる
ことにより接地することができる。
【００８３】
図１１はノイズ遮断手段を接地させるための接地手段の一実施形態として、導電性テープ
を備えるミドルシャーシとディスプレーパネルとの間の結合関係を示す斜視図である。
【００８４】
図１１に示すように、ミドルシャーシ６３０は、内側方向に一定端ジョーを有して延びデ
ィスプレーパネル６１１を支持するための第１本体部材６３０ａ、第１本体部材６３０ａ
が延びる方向とは反対方向に延びる第２本体部材６３０ｂ、互いに接する第１及び第２本
体部材６３０ａ、６３０ｂから延びモールドフレーム６２４とボトムシャーシ６２５との
間に挿入される第１側壁部材６３０ｃ、及び第１側壁部材６３０ｃが形成された方向とは
反対方向に延びてトップシャーシ６４０を支持する第２側壁部材６３０ｄを含む。第１本
体部材６３０ａは第１上部面６３０１ａと第１上部面と段差を有するように形成される第
２上部面６３０２ａを備える。
【００８５】
第１本体部材６３０ａの一部には、ノイズ遮断層に集積された電荷を排出するための接地
手段として所定の厚さ（ｔ）と幅（ｗ）とを有する導電性テープ６３５が、第１上部面６
３０１ａ及び第２上部面６３０２ａ上に連続的に位置する。また、第２本体部材６３０ｂ
と第２側壁部材６３０ｄの一部は、導電性テープ６３５の幅ほど切断され開放領域を形成
する。導電性テープは開放領域を貫通した後、折り曲げられて第１側壁部材６３０ｃに沿
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って延びる。
【００８６】
ノイズ遮断手段６１１ｃとノイズ遮断手段６１１ｃの背面に配置される第１偏光板６１１
ｄには、導電性テープ６３５の幅（ｗ）に対応する長さ（ｌ）と所定深さ（ｄ）を有する
溝が形成される。従って、ミドルシャーシ６３０の上部にディスプレーパネルが位置する
場合、第２上部面６３０２ａに位置する導電性テープ６３５は前記溝に収容され、ノイズ
遮断手段６１１ｃの側断面と導電性テープ６３５の側断面とが接触することにより、電子
の移動経路が形成される。望ましくは、溝の深さ（ｄ）はＴＦＴ基板６１１ａの非有効デ
ィスプレー領域（図１１においてIIと表記）を超えないようにする。従って、導電性テー
プの追加によりＴＦＴ基板６１１ａの有効ディスプレー領域（図１１においてIと表記）
が縮小されないようにする。
【００８７】
従って、ノイズ遮断手段６１１ｃに集積された電子は側断面を通じて導電性テープ６３５
に移動して、金属材質を有するミドルシャーシ６３０を経て最終的にボトムシャーシ６２
５に排出される。従って、ノイズ遮断手段６１１ｃに電子が蓄積されることを防止するこ
とができ、電荷蓄積によるノイズの影響を防止することができる。
【００８８】
一例として、本実施形態ではノイズ遮断手段６１１ｃを導電性テープ６３５と接続させる
ために、第１偏光板６１１ｄだけでなく、ノイズ遮断手段６１１ｃの一部領域まで除去し
たが、第１偏光板６１１ｄのみを除去してノイズ遮断手段６１１ｃを露出させて導電性テ
ープ６３５の上部面とノイズ遮断手段６１１ｃの下部面とを接続させることにより、電荷
移動を可能にすることができる。
【００８９】
図１２は図１１に示したミドルシャーシとディスプレーパネルを含む液晶表示装置をＤ－
Ｄラインに沿って切断した断面図であり、図１３は図１１に示したミドルシャーシとディ
スプレーパネルを含む液晶表示装置をＥ－Ｅラインに沿って切断した断面図である。図１
４はノイズ遮断手段を接地させるための導電性テープがトップシャーシとボトムシャーシ
との間に配された液晶表示装置を示す断面図である。
【００９０】
図１２に示すように、導電性テープが位置しないミドルシャーシ領域では、ＴＦＴ基板６
１１ａの背面に位置するノイズ遮断手段６１１ｃ及び第１偏光板６１１ｄは第１本体部材
６３０ａの第２上部面６３０２ａにより支持され、下方に位置するランプ６２１ａの駆動
により発生するノイズがＴＦＴ基板６１１ａに及ぼす影響を最少化する。一方、図１３に
示すように、ノイズ遮断手段６１１ｃの側断面と導電性テープ６３５の側断面が互いに接
触する。従って、ノイズ遮断手段６１１ｃに含まれた電子は導電性テープ６３５を経て最
終的にボトムシャーシ６２５に排出される。
【００９１】
ここで、図１４に示すように、導電性テープ６３５を、開放領域を貫通した後、ボトムシ
ャーシ６２５に沿って延びるように折り曲げることができる。ここで、ノイズ遮断手段６
１１ｃに含まれた電子は導電性テープ６３５を経てボトムシャーシ６２５に直接排出され
る。
【００９２】
本実施形態の場合、導電性テープはミドルシャーシの上部面に接着されているが、ミドル
シャーシを備えていない場合には、一実施形態として導電性テープをモールドフレームの
上部面に固定するように構成することもできる。ここで、別途の固定手段を通じてモール
ドフレームと導電性テープの固定力を強化することができる。一実施形態として、固定手
段には固定用クリップやスクリューなどを利用することができる。
【００９３】
図１５は接地手段として導電性クリップを備える液晶表示装置の一部を示す断面図であり
、図１６は導電性クリップと導電性スクリューとを備える液晶表示装置の一部を示す断面
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図である。
【００９４】
図１５に示すように、モールドフレーム７２４の互いに連結された複数の側壁により定義
される収納空間に光を生成する光源部７２１、前記光源部７２１で射出された光を反射す
るための反射プレート７２３、光源部で射出した光の輝度を調節するための光調節部７２
２及び画像を形成する液晶パネル７１１が順次に収納される。ここで、光調節部７２２は
拡散板と、拡散板の上部に順次に定着される拡散シートと、複数のプリズムシート、保護
シートを含む。また、液晶パネル７１１はＴＦＴ基板７１１ａ、カラーフィルタ基板７１
１ｂ、ＴＦＴ基板７１１ａとカラーフィルタ基板７１１ｂ間に充填された液晶層（図示せ
ず）、ＴＦＴ基板７１１ａの背面に形成されたノイズ遮断手段７１１ｃ、ノイズ遮断層の
背面に形成された第１偏光板７１１ｄ及びカラーフィルタ基板７１１ｂの上部に形成され
た第２偏光板７１１ｅを含む。
【００９５】
ノイズ遮断手段７１１ｃは光源部７２１で発生したノイズを遮断することにより、液晶パ
ネル７１１に対する電磁気的干渉を防止する。ここで、ノイズ遮断手段７１１ｃに蓄積さ
れた電荷が別途の接地手段により排出されることにより、ノイズ遮断手段７１１ｃは電気
的に安定する。
【００９６】
一実施形態として、導電性テープ７３５がモールドフレーム７２４の上部に付着されノイ
ズ遮断手段７１１ｃの側面と接触する。導電性テープ７３５はモールドフレーム７２４の
上部面との間の接着力により固定される。ここで、光調節部７２２の側断面も同時に導電
性テープ７３５に接触するようにして、光調節部も接地することができる。
【００９７】
導電性テープ７３５を固定するための固定用クリップ７６０がモールドフレーム７２４に
設けられる。固定用クリップ７６０は、弾性力と導電性が優れる弾性導電性物質で形成さ
れ、電荷の移動を円滑にすることができるだけでなく、弾性力により外力に対応する復元
力も優れている。一実施形態として、導電性クリップ７６０は固定力を加える第１及び第
２翼７６２、７６３と固定力を強化するための側部溝７６１を備える。
【００９８】
モールドフレーム７２４に導電性クリップ７６０が設けられるとき、第１及び第２翼７６
２、７６３は、外力により広げられ後、モールドフレーム７２４の上部面及び下部面と各
々接触する。従って、弾性力に起因する復元力をモールドフレーム７２４の上部面及び下
部面に各々加える。従って、導電性テープ７３５は安定してモールドフレーム７２４に結
合され、同時に導電性クリップ７６０とも接触することになる。
【００９９】
モールドフレーム７２４の側面に側部溝７６１に対応する凹部を形成し、側部溝と凹部と
の間に導電性テープを挿入することにより、摩擦力を利用して固定力をさらに強化させる
ことができる。
【０１００】
モールドフレーム７２４と対向して導電性のメタル材質からなるトップシャーシ７４０が
結合されると、トップシャーシ７４０の側壁の内側面は導電性のメタル材質からなる導電
性クリップ７６０の本体部と接触された状態を維持する。従って、導電性テープ７３５は
導電性クリップ７６０によりトップシャーシ７４０とも電気的に導電された状態を維持す
る。従って、ノイズ遮断手段７１１ｃに集積された電荷は導電性テープ７３５を経てモー
ルドフレームだけでなく、トップシャーシ７４０にも排出されることができる。
【０１０１】
図１６に示すように、ノイズ遮断手段８１１ｃを接地させるための導電性テープ８３５は
、導電性クリップ８６０により固定されるだけでなく、スクリュー８６１によりモールド
フレーム８２４にさらに固定されることができる。一実施形態として、スクリュー８６１
は導電性物質で形成して電荷の移動を容易にする。
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【０１０２】
前記スクリュー８６１はトップシャーシ８４０に形成された締結孔と導電性クリップに形
成された締結孔とを貫通してモールドフレーム８２４に形成された締結溝に締結される。
従って、導電性テープ８３５は導電性クリップ８６０と導電性スクリュー８６１とにより
トップシャーシ８４０及びボトムシャーシ８２５に安定的に連結される。これにより、光
調節部及びノイズ遮断手段８１１ｃは安定して収納部に接地される。
【０１０３】
以上説明した本発明の実施形態によると、導電性物質で形成されるノイズ遮断手段をディ
スプレーパネルの下部やバックライトアセンブリの下部に形成することにより、光源部か
ら発生されるノイズがディスプレーパネルに及ぼす影響を遮断することができる。また、
多様な接地手段を通じてノイズ遮断手段を液晶表示装置のシャーシに接地することにより
、ノイズ遮断手段を電気的に安定化させることができる。
【０１０４】
以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明が
属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れるこ
となく、本発明を修正または変更できるであろう。
【０１０５】
【発明の効果】
本発明によると、光を発生する光源部と、光源部の上部に位置するディスプレーパネルと
の間にノイズを遮断することができるノイズ遮断手段を形成して、光源部の駆動により発
生されるノイズの影響を減少させることができる。また、ノイズ遮断手段を液晶表示装置
の収納部に接地させることにより電気的に安定させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態によりノイズ遮断手段を備える液晶表示装置を示す分解斜
視図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置をＡ－Ａラインに沿って切断した断面図である。
【図３】図１に示したバックライトアセンブリの変形実施形態を示す断面図である。
【図４】図１に示したバックライトアセンブリの他の変形実施形態を示す断面図である。
【図５】図１に示したバックライトアセンブリのまた他の変形実施形態を示す断面図であ
る。
【図６】図５に示した輝度強化シートの一実施形態を示す断面図である。
【図７】本発明の第２実施形態によるノイズ遮断手段を備える直下型液晶表示装置を示す
分解斜視図である。
【図８】図７に示した直下型液晶表示装置をＢ－Ｂラインに沿って切断した断面図である
。
【図９】図７に示したディスプレーパネルを概略的に示す斜視図である。
【図１０】図９に示したディスプレーパネルをＣ－Ｃラインに沿って切断した断面図であ
る。
【図１１】ノイズ遮断手段を接地させるための導電性テープを備えるミドルシャーシとデ
ィスプレーパネル間の結合関係を示す斜視図である。
【図１２】図１１に示したミドルシャーシとディスプレーパネルを含む液晶表示装置をＤ
－Ｄラインに沿って切断した断面図である。
【図１３】図１１に示したミドルシャーシとディスプレーパネルを含む液晶表示装置をＥ
－Ｅラインに沿って切断した断面図である。
【図１４】ノイズ遮断手段を接地させるための導電性テープがトップシャーシとボトムシ
ャーシとの間に挿入された液晶表示装置を示す断面図である。
【図１５】接地手段として導電性クリップを備える液晶表示装置の一部を示す断面図であ
る。
【図１６】導電性クリップと導電性スクリューを備える液晶表示装置を示す断面図である
。
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【符号の説明】
２００　　液晶表示装置
２１０　　ディスプレーパネル
２１１　　液晶パネル
２１２　　ゲート側ＴＣＰ
２１３　　データ側ＴＣＰ
２１４　　ゲート印刷回路基板
２１５　　データ印刷回路基板
２２０　　バックライトアセンブリ
２２１、３２１、６２１、７２１、８２１　　光源部
２２２、３２２、６２２、７２２　　光調節部
２２２ａ　　拡散プレート
２２２ｂ　　拡散シート
２２２ｃ　　ロープリズムシート
２２２ｄ　　アッパープリズムシート
２２２ｆ　　ノイズ遮断シート
２２２ｅ　　保護シート
２２４　　ボトムシャーシ
２３０　　モールドフレーム

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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